
インフルエンザが猛威を奮う季節です。ある医師は「今夜は37人

もインフル患者さんが来たよ……」と、感染予防のために手だけで

はなく、顔まで洗っていました。

先日、家でスマホばかりを見ている高校生の娘を叱ろうとスマホを

覗くと、アプリで勉強していました。机に向かって勉強する時代では

なくなってきたのですね。これからテクノロジーはさらに進みます。

若い人は現代機器の操作を学校などの教育でカバーすることができ

ますが、すでに教育を受け終わった大人は、テクノロジーを使いこな

せる人とそうでない人との「技術格差」が問題になってきます。

今後、人口減少に拍車がかかる日本では、技術による省人化が必

要です。人工知能（AI）の台頭によって薬剤師の仕事が減ってしま

うといわれていますが、そうではなく、AIに任せられるところは任せ

る“ポジティブな撤退”という考え方が大切です。人手不足を解消し、

人の価値を高める時代に突入するのですから。

平成はバブル崩壊と同時に幕をあけました。以降、「失われた20

年」と呼ばれる長い不況の時代でしたが、医療業界では医薬分業が

進み、不況の影響をあまり受けることなく発展しました。新元号時

代は「薬剤師の質」が問われてくると思います。ともに成長してい

きましょう。

メディセレスクール　ファウンダー　児島 惠美子

Broaden your horizons  〜さぁ、視野を広げて！〜

No. 215


